
企
業
経
営
上
の
必
要
性
か
ら
行
な
わ
れ
る
人
事
異
動

に
は
、
前
回
取
り
扱
っ
た
同
一
企
業
内
に
お
け
る
配
転

と
、
企
業
間
に
ま
た
が
っ
て
行
な
わ
れ
る
出
向
と
が
あ

る
。
出
向
は
さ
ら
に
、
労
働
者
が
出
向
元
企
業
に
お
け

る
従
業
員
と
し
て
の
地
位
を
保
持
し
た
ま
ま
、
別
の
企

業
の
指
揮
命
令
の
も
と
に
そ
の
業
務
に
従
事
す
る
在
籍

出
向
（
以
下
で
は
、
単
に
「
出
向
」
と
い
う
）
と
、
労

働
者
と
出
向
元
と
の
労
働
契
約
を
終
了
き
せ
、
新
た
に

出
向
先
企
業
と
労
働
契
約
を
締
結
す
る
移
籍
出
向
（
以

下
で
は
、
単
に
「
転
籍
」
と
い
う
）
と
に
分
か
れ
る
ｐ

出
向
と
転
籍
と
で
は
出
向
元
企
業
と
の
労
働
契
約
関
係

が
存
続
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
大
き
く
異
な

る
が
、
今
日
の
企
業
で
は
人
事
異
動
と
し
て
重
要
な
機

能
を
果
た
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
出
向
元
企

業
と
出
向
先
企
業
と
の
間
で
出
向
協
定
ま
た
は
転
籍
協

出
向
・
転
籍

、
カ
ョ
法
門

出
向
・
転
籍
の
意
義

Ｉ
別
的
労
吏
関
系
法
第
７
回

定
が
締
結
さ
れ
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
の

が
一
般
で
あ
る
。

こ
う
し
た
出
向
・
転
籍
は
一
九
六
○
年
代
に
大
企
業

を
中
心
に
就
業
規
則
や
労
働
協
約
に
お
い
て
制
度
化
さ

れ
は
じ
め
、
普
及
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
目

的
・
機
能
は
次
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
大
別
さ
れ
る
と
い

う
。
一
つ
は
、
親
企
業
が
子
企
業
な
ど
に
対
し
て
新
事

業
の
た
め
の
人
材
の
提
供
や
経
営
技
術
指
導
を
目
的
と

し
て
行
な
わ
れ
る
新
事
業
分
社
化
型
の
出
向
・
転
籍
で

あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
不
採
算
部
門
の
統
廃
合
に
よ
る

別
会
社
化
や
業
務
委
託
に
と
も
な
っ
て
不
採
算
部
門
に

働
い
て
い
た
余
剰
人
員
を
移
動
さ
せ
る
不
採
算
部
門
別

会
社
化
・
業
務
委
託
型
の
出
向
・
転
籍
で
あ
る
。
こ
う

し
た
出
向
・
転
籍
は
、
当
初
は
経
営
者
や
部
課
長
な
ど

の
管
理
職
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
し
だ
い
に
構
造
不
況

業
種
と
呼
ば
れ
る
産
業
に
お
い
て
一
般
社
員
を
も
巻
き

込
む
か
た
ち
で
浸
透
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
い
ず
れ
の
タ
イ
プ
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
出

熊
本
大
学
教
授
石
橋
洋

使
用
者
に
よ
る
出
向
命
令
は
、
指
揮
命
令
権
者
の
変

更
と
労
働
条
件
の
変
更
と
い
う
二
重
の
意
味
で
の
労
働

契
約
内
容
の
重
要
な
要
素
の
変
更
で
あ
る
か
ら
、
労
働

者
の
同
意
（
承
諾
）
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
な

し
え
な
い
こ
と
は
、
「
使
用
者
ハ
労
務
者
ノ
承
諾
ア
ル

ニ
非
サ
レ
ハ
其
権
利
ヲ
第
三
者
二
譲
渡
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ス
」
と
規
定
す
る
民
法
六
二
五
条
一
項
に
照
ら
し
て
も

明
ら
か
で
あ
り
、
学
説
・
裁
判
例
に
お
い
て
も
異
論
の

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
問
題
は
、
就
業
規
則
、
労
働
協

約
、
慣
行
に
よ
る
事
前
の
包
括
的
同
意
で
た
り
る
の
か
、

あ
る
い
は
個
別
的
・
具
体
的
な
同
意
を
要
す
る
の
か
で

向
・
転
籍
は
企
業
外
に
労
働
者
を
放
逐
す
る
と
い
う
の

で
は
な
く
、
労
働
者
の
長
期
一
雇
用
の
維
持
を
基
本
と
し

な
が
ら
、
出
向
に
と
も
な
っ
て
生
ず
る
労
働
者
の
不
利

益
、
た
と
え
ば
給
与
格
差
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
補
填
し
、

退
職
金
算
定
に
あ
た
っ
て
は
出
向
期
間
を
勤
続
年
数
に

通
算
し
、
で
き
る
だ
け
本
人
の
意
向
を
尊
重
す
る
と
い

う
よ
う
に
安
定
的
労
使
関
係
を
損
な
わ
な
い
よ
う
な
か

た
ち
で
行
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

特
に
近
年
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
企
業
間
の
出
向
・
転
籍

の
場
合
に
は
こ
う
し
た
傾
向
が
強
く
み
ら
れ
、
日
常
的

な
人
事
異
動
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う

（
以
上
の
記
述
は
、
お
お
む
ね
稲
上
毅
「
企
業
グ
ル
ー

プ
経
営
と
出
向
転
籍
慣
行
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
○

○
三
年
）
一
一
九
～
’
一
一
一
一
頁
に
負
っ
て
い
る
）
。

二
出
向
の
法
的
根
拠
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Ｉ あ
り
、
さ
ら
に
就
業
規
則
や
労
働
協
約
の
出
向
規
定
が

労
働
者
の
同
意
に
相
当
す
る
法
的
根
拠
た
り
う
る
か
に

あ
る
。

出
向
を
め
ぐ
る
問
題
が
労
働
契
約
論
の
一
環
と
し
て

論
議
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
最
初
の
裁
判
例
が
、

日
立
電
子
事
件
判
決
（
東
京
地
判
昭
四
一
・
三
・
三
一

労
民
集
一
七
巻
二
号
三
六
八
頁
）
で
あ
る
こ
と
は
周
知

の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
判
決
で
は
、
出
向
は
労
働
者

｢＆'向(在籍江ﾌﾟﾉEﾜノ
一一■門砕U--．■■

■出向(在霜出向）とは、 労働者が出向元企業における従業員として

の地位を保持したまま、 別の企業の指揮命令の下にその業務に

従事することをいいます。今曰 ､企業グループ内では配転と同じよ

うに企業間移動の方法として広く行われています。

催
出向協定

出向元企業 H出向先企業出向期間
」 Ｌ

賀余支払等労
働
契
約
関
係

出

同
意

iｉｉ

使
用
関
係

拒
抑
命

向
命

復帰命令

令 供 令

ⅢＬ
［ 」

出向

労働者'二 労働者戸

復胴

の
指
揮
命
令
権
者
が
変
更
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
民

法
六
二
五
条
一
項
の
趣
旨
で
あ
る
労
務
提
供
義
務
の
一

身
専
属
性
と
、
労
基
法
一
五
条
の
労
働
条
件
明
示
義
務

の
精
神
か
ら
、
出
向
命
令
は
「
労
働
者
の
承
諾
そ
の
他

こ
れ
を
正
当
づ
け
る
特
段
の
根
拠
」
を
必
要
と
し
、
就

業
規
則
上
の
休
職
規
定
が
出
向
義
務
を
創
設
し
た
も
の

と
は
解
せ
ら
れ
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
裁

判
例
に
お
い
て
も
、
出
向
命
令
が
有
効
で
あ
る
た
め
に

は
労
働
者
の
同
意
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
休
職

規
定
は
出
向
義
務
を
創
設
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
厳

格
に
解
し
つ
つ
も
（
日
東
タ
イ
ヤ
事
件
・
最
二
小
判
昭

四
八
・
一
○
・
’
九
労
働
判
例
一
八
九
号
五
三
頁
な

ど
）
、
「
特
段
の
根
拠
」
と
し
て
採
用
時
の
包
括
的
同
意

を
認
め
（
興
和
事
件
・
名
古
屋
地
判
昭
五
五
・
｜
｜
｜
・
二

六
労
民
集
一
一
一
一
巻
一
一
号
三
七
一
一
頁
『
あ
る
い
は
就
業
規

則
や
労
働
協
約
に
「
会
社
は
、
業
務
上
の
必
要
が
あ
る

場
合
に
は
、
社
員
に
出
向
を
命
ず
る
」
と
い
う
出
向
規

定
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
採
用
時
の

包
括
的
同
意
に
も
と
づ
く
出
向
命
令
権
を
肯
定
す
る
裁

判
例
の
流
れ
（
Ｊ
Ｒ
東
海
事
件
・
大
阪
地
決
昭
六
二
・

｜
｜
・
三
○
労
働
判
例
五
○
七
号
二
一
一
頁
な
ど
）
が
支

配
的
傾
向
と
な
っ
て
い
た
。
た
だ
近
年
に
な
っ
て
、
復

職
を
予
定
し
な
い
出
向
や
業
務
委
託
に
と
も
な
う
出
向

に
つ
い
て
、
労
働
者
ら
が
「
包
括
的
に
同
意
し
た
の
は
、

採
用
時
の
就
業
規
則
・
出
向
規
程
に
よ
る
出
向
で
あ
っ

て
、
復
職
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
出
向
命

令
の
よ
う
に
、
定
年
退
耽
時
ま
で
復
職
を
認
め
な
い
と

い
う
よ
う
な
も
の
ま
で
を
も
含
む
趣
旨
で
あ
っ
た
と
は

い
い
難
い
」
（
東
海
旅
客
鉄
道
（
出
向
）
命
令
事
件
・
大

阪
地
判
平
六
・
八
・
一
○
労
働
判
例
六
五
八
号
五
六

頁
）
と
し
て
、
採
用
時
の
包
括
的
同
意
が
認
め
ら
れ
な

い
と
す
る
裁
判
例
が
出
さ
れ
て
い
る
点
は
留
意
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
新
た
な
傾
向
と
し
て
、
出
向
そ
れ
自
体
に
つ

い
て
の
包
括
的
同
意
と
は
別
に
、
出
向
は
労
働
者
の
労

働
条
件
や
処
遇
な
ど
の
変
更
を
と
も
な
う
こ
と
が
多
く
、

そ
の
点
に
つ
い
て
の
個
別
的
同
意
の
要
否
が
問
題
と
な

り
う
る
わ
け
で
あ
る
が
、
最
近
の
裁
判
例
で
は
労
働
条

件
や
処
遇
な
ど
の
変
更
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
「
特
段
の
根
拠
」
の
判
断
要
素
と
考
え
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
新
日
本
製
鐵
（
三
島
光
産
）
事
件
判
決
（
福

岡
高
判
平
一
二
・
一
一
・
’
六
労
働
判
例
七
八
四
号
七
三

頁
）
で
は
、
「
出
向
（
在
籍
出
向
）
に
お
い
て
は
、
出

向
者
と
出
向
元
会
社
と
の
間
の
労
働
契
約
は
維
持
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
労
務
提
供
の
相
手
方
が
変
わ
り
、
労

働
条
件
や
生
産
関
係
等
に
不
利
益
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
出
向
を
命
じ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
点

の
配
慮
を
要
し
、
当
該
労
働
者
の
承
諾
そ
の
他
こ
れ
を

法
律
上
正
当
付
け
る
特
段
の
根
拠
が
必
要
で
あ
る
と
解

す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
高
裁
判
決
で
は
、
右
の
一
般
論
を
企
業
の
再
構
築

の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
鋼
板
業
務
の
グ
ル
ー
プ
会

社
へ
の
委
託
に
と
も
な
っ
て
従
来
主
に
輸
送
業
務
に
従

事
し
て
い
た
労
働
者
へ
の
出
向
命
令
に
適
用
し
、
①
就

業
規
則
と
労
働
協
約
に
業
務
上
の
都
合
に
よ
り
社
外
勤

務
さ
せ
る
旨
の
規
定
が
お
か
れ
、
②
社
外
勤
務
協
定
で

⑲
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は
出
向
元
の
従
業
員
に
比
べ
て
特
に
不
利
益
を
受
け
な

い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
る
と
、

「
出
向
者
の
個
別
的
同
意
が
な
く
て
も
従
業
員
に
対
し

出
向
を
命
じ
る
こ
と
を
法
律
上
正
当
化
す
る
特
段
の
根

拠
が
あ
る
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
具
体
的
に

判
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
高
裁
判
決
で
示
き
れ
た
出
向

の
法
的
根
拠
に
関
す
る
一
般
論
は
、
現
在
の
裁
判
例
の

理
論
的
到
達
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
学
説
で
は
、
出
向
は
就
業
規
則
や

労
働
協
約
に
よ
る
集
団
的
規
制
に
な
じ
ま
ず
、
そ
れ
に

よ
る
包
括
的
同
意
を
出
向
命
令
の
法
的
根
拠
と
す
る
こ

と
に
は
否
定
的
で
あ
り
、
労
働
者
の
個
別
的
同
意
が
あ

る
場
合
に
の
み
出
向
命
令
を
有
効
と
す
る
見
解
が
有
力

で
あ
る
（
高
木
紘
一
「
配
転
・
出
向
」
現
代
労
働
法
講

座
一
○
巻
（
総
合
労
働
研
究
所
、
’
九
八
二
年
）
一
三

七
～
一
四
二
頁
な
ど
）
。
し
か
し
、
近
時
、
就
業
規
則
や

労
働
協
約
に
よ
る
包
括
的
同
意
に
も
と
づ
い
て
出
向
を

命
ず
ろ
に
は
、
密
接
な
関
連
会
社
間
の
出
向
で
あ
っ
て
、

出
向
先
で
の
賃
金
・
労
働
条
件
、
出
向
の
期
間
、
復
帰

の
仕
方
な
ど
が
出
向
規
程
に
よ
っ
て
労
働
者
の
利
益
に

配
慮
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
解

す
る
見
解
が
多
数
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
菅
野
和
夫
『
労

働
法
（
第
四
版
）
』
（
弘
文
堂
、
一
九
九
五
年
）
三
七
五

頁
、
土
田
道
夫
『
労
働
法
概
説
Ｉ
・
雇
用
関
係
法
』
（
弘

文
堂
、
二
○
○
四
年
）
一
六
六
頁
な
ど
）
。

以
上
述
べ
て
き
た
裁
判
例
・
学
説
の
状
況
の
な
か
で
、

グ
ル
ー
プ
会
社
へ
の
業
務
委
託
に
と
も
な
っ
て
従
来
の

な
ろ
う
。

職
場
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
労
働
者
を
グ
ル
ー
プ
会
社

に
出
向
さ
せ
る
業
務
命
令
の
有
効
性
の
当
否
な
ど
が
争

わ
れ
た
新
日
本
製
鐵
（
日
鐵
運
輸
第
二
）
事
件
（
最
二

小
判
平
一
五
・
四
二
八
労
働
判
例
八
四
七
号
一
四

頁
）
で
は
へ
最
高
裁
が
初
め
て
、
労
働
者
の
個
別
的
同

意
な
し
に
出
向
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
判
断
を

な
し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
最
高

裁
判
決
で
は
、
使
用
者
が
な
ぜ
労
働
者
の
個
別
的
同
意

を
要
せ
ず
に
出
向
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ

い
て
の
一
般
論
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
理
由
は
明

ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
最
高
裁
は
前
述
し
た
新
日
本

製
鐵
（
三
島
光
産
）
事
件
高
裁
判
決
に
お
け
る
①
と
②

と
同
様
の
事
実
関
係
を
認
定
事
実
と
し
て
採
用
し
て
い

る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
出
向
の
法
的
根
拠
に
つ
い

て
現
在
の
裁
判
例
の
理
論
的
到
達
点
で
あ
る
と
評
価
し

た
こ
の
高
裁
判
決
と
同
様
の
立
場
に
あ
る
と
推
定
さ
れ

る
。
仮
に
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
出
向
命
令
が
労
働

者
の
個
別
的
同
意
な
し
に
有
効
に
発
令
さ
れ
る
た
め
に

は
、
少
な
く
と
も
就
業
規
則
と
労
働
協
約
に
、
出
向
に

つ
い
て
の
包
括
的
規
定
が
存
在
す
る
こ
と
（
労
働
組
合

が
存
在
し
な
い
場
合
に
就
業
規
則
の
み
で
十
分
と
い
え

る
の
か
は
不
明
）
と
、
労
働
条
件
や
処
遇
に
関
す
る
労

働
者
の
利
益
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と

三
出
向
命
令
と
権
利
の
濫
用

使
用
者
が
有
効
な
出
向
命
令
を
発
令
す
る
法
的
根
拠

出
向
中
の
労
働
者
は
、
，
出
向
元
会
社
と
の
関
係
で
は

休
職
扱
い
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
労
働
契
約
関
係

が
存
続
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
出
向
先
会
社
の
指
揮

命
令
に
従
っ
て
労
務
の
提
供
を
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
、

が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
出
向
は
労
働
者
の
指
揮
命
令

権
者
を
変
更
す
る
こ
と
と
な
り
、
勤
務
先
の
変
更
に
と

も
な
う
労
働
条
件
の
変
化
や
キ
ャ
リ
ア
．
｜
雇
用
上
の
不

利
益
、
言
ら
に
生
活
上
の
不
利
益
を
も
た
ら
す
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
出
向
命
令
が
使
用
者
の
裁
量
権
の

濫
用
に
わ
た
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
、

新
日
本
製
鐵
（
日
鐵
運
輸
第
二
）
事
件
最
高
裁
判
決
で

は
、
出
向
命
令
が
権
利
の
濫
用
と
な
る
か
ど
う
か
の
判

断
要
素
と
し
て
、
①
出
向
に
つ
い
て
の
経
営
判
断
の
合

理
性
と
業
務
上
の
必
要
性
、
②
人
選
基
準
の
合
理
性
、

③
出
向
対
象
者
が
生
活
関
係
、
労
働
条
件
な
ど
に
お
い

て
著
し
い
不
利
益
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
、
④
手
続
き

の
相
当
性
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
出
向
が
権
利
濫
用
に

あ
た
る
か
ど
う
か
の
こ
れ
ら
の
判
断
要
素
は
、
近
年
の

下
級
審
裁
判
例
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
を
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
お
お
む
ね
妥
当
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

な
お
、
出
向
命
令
が
、
思
想
信
条
（
労
基
法
三
条
）
、

不
当
労
働
行
為
（
労
組
法
七
条
『
あ
る
い
は
性
別
な
ど

に
も
と
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
強
行
法

規
や
公
序
良
俗
に
違
反
す
る
場
合
に
は
無
効
で
あ
る
。

四
出
向
の
法
律
関
係
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の
そ
れ
ぞ
れ
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
で

あ
る
と
す
る
と
、
出
向
労
働
者
が
、
出
向
元
の
従
業
員

と
し
て
の
身
分
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
と
、
出
向
先
の

指
揮
命
令
の
も
と
に
労
務
を
提
供
す
る
こ
と
と
の
関
係

を
法
的
に
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
学
説
・
裁
判
例
は
、
労
働
者

と
出
向
元
お
よ
び
出
向
先
と
の
間
に
二
つ
の
労
働
契
約

が
同
時
に
成
立
す
る
と
い
う
二
重
労
働
契
約
説
（
新
興

工
業
・
大
成
建
設
事
件
・
福
島
地
判
昭
四
九
・
一
一
一
・
二

.＿’

ｒ疑晨籍(稜籍遼ｿﾉEブノ
rﾛ

■転籍

■転箱とは、出向元の企集との労働契約を終了させて、

を締結することをいいます。

出向先企薬と労働契約

■転籍のj去的根拠

■転霜は、出向の堀合とは異なり、

裁判例の大勢です。

個別的同通上が必要であるとするのが、学脱.

転節鰹宗

聯
|…|ロ‐■

傍|出向先企業

労
働
契
約
関
係
終
〒

指
揮
命
令

７１

労
働
契
約
関
係
成
立

傘労務提供

、

移範

傍.|｜労lmh者

五
判
例
時
報
七
四
四
号
一
○
五
頁
）
と
、
出
向
先
と
労

働
者
と
の
指
揮
従
属
関
係
な
ど
は
出
向
元
か
ら
の
譲
渡

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
労
働
契
約
は
出
向
元
と
の
間
に

存
在
し
て
い
る
と
い
う
単
一
労
働
契
約
説
（
朽
木
合
同

輸
送
事
件
・
名
古
屋
高
判
昭
六
二
・
四
・
二
七
労
働
判

例
四
九
八
号
三
六
頁
）
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

出
向
に
お
け
る
出
向
元
会
社
、
出
向
先
企
業
、
そ
し
て

出
向
労
働
者
と
の
法
的
関
係
は
、
出
向
の
実
態
が
多
様

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
｜
義
的
に
取
り
扱
う
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

今
日
に
お
け
る
多
く
の
出
向
の
よ
う
に
、
出
向
元
と

出
向
先
と
の
出
向
協
定
に
も
と
づ
い
て
行
な
わ
れ
て
い

る
場
合
に
は
、
出
向
元
、
出
向
先
と
出
向
労
働
者
と
の

権
利
義
務
関
係
は
こ
れ
に
よ
っ
て
画
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
こ
う
し
た
出
向
協
定
が
存
在
し
な
い
場
合
に

は
、
出
向
の
目
的
、
形
態
、
出
向
に
至
る
交
渉
経
過
お

よ
び
出
向
後
の
賃
金
の
支
払
い
関
係
、
労
務
指
揮
関
係

の
形
態
等
を
総
合
し
て
実
態
に
即
し
た
判
断
が
な
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

労
働
契
約
上
の
権
利
義
務
は
出
向
元
と
出
向
先
に
分
配

さ
れ
、
出
向
元
か
ら
出
向
先
に
指
揮
命
令
権
だ
け
が
譲

渡
さ
れ
て
い
る
場
合
か
ら
、
出
向
元
に
解
雇
権
と
懲
戒

権
を
残
す
に
と
ど
ま
る
場
合
ま
で
、
そ
の
配
分
の
さ
れ

方
は
多
様
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
労
基
法
、
労

働
安
全
衛
生
法
、
労
災
保
険
法
な
ど
の
労
働
保
護
法
上

の
責
任
を
出
向
元
ま
た
は
出
向
先
の
い
ず
れ
が
責
任
を

負
う
か
は
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
実
質
的
権
限
を
有
し

て
い
る
者
が
い
ず
れ
か
で
決
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る

出
向
期
間
の
満
了
に
よ
っ
て
、
出
向
労
働
者
は
原
則

と
し
て
出
向
元
の
従
業
員
た
る
地
位
に
復
帰
す
る
こ
と

と
な
る
。
し
か
し
、
出
向
期
間
満
了
前
に
出
向
元
会
社

か
ら
復
帰
命
令
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
こ
れ
に
従
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
疑
問
の
残
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
最
高
裁
は
、
「
出
向
元
が
、
出
向
先
の

同
意
を
得
た
上
、
右
出
向
関
係
を
解
消
し
て
労
働
者
に

対
し
て
復
帰
を
命
ず
る
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
事
由
の

な
い
限
り
、
当
該
労
働
者
の
同
意
を
得
る
必
要
は
な
い
」

（
古
河
電
気
工
業
事
件
・
最
二
小
判
昭
六
○
・
四
・
五

民
集
三
九
巻
三
号
六
七
五
頁
）
と
述
べ
て
、
こ
れ
を
肯

定
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
右
最
高
裁
判
決
に
よ
れ

ば
、
「
復
帰
命
令
は
、
指
揮
監
督
の
主
体
を
出
向
先
か

ら
出
向
元
へ
変
更
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
労
働
者
が

出
向
元
の
指
揮
監
督
の
下
に
労
務
を
提
供
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
も
と
も
と
出
向
元
と
の
当
初
の
雇
用
契
約
に

お
い
て
合
意
さ
れ
て
い
た
事
柄
で
あ
っ
て
、
在
籍
出
向

に
お
い
て
は
、
も
と
も
と
出
向
元
へ
復
帰
さ
せ
な
い
こ

と
を
予
定
し
て
出
向
が
命
じ
ら
れ
、
労
働
者
が
こ
れ
に

同
意
し
た
結
果
、
将
来
労
働
者
が
再
び
出
向
元
の
指
揮

監
督
の
下
に
労
務
を
提
供
す
る
こ
と
は
な
い
旨
の
合
意

が
成
立
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
な
ど
の
特
段
の
事
由
が

な
い
限
り
、
・
労
働
者
が
出
向
元
の
指
揮
監
督
の
下
に
労

（
菅
野
和
夫
「
労
働
法
（
第
六
版
）
」
（
弘
文
堂
、
二
○
○

三
年
）
四
三
一
一
一
頁
）
。

五
出
向
と
復
帰
命
令

⑪
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転
籍
（
移
籍
出
向
）
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

労
働
者
と
転
籍
元
と
の
労
働
契
約
を
終
了
さ
せ
、
新
た

に
転
籍
先
企
業
と
労
働
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
転
籍
を
ど
の
よ
う
に
理
論
構
成
す
る
か
に
つ
い
て
、

学
説
・
裁
判
例
は
次
の
二
つ
に
分
か
れ
る
。
｜
っ
は
、

転
籍
元
使
用
者
の
労
働
契
約
上
の
地
位
を
転
籍
先
に
包

括
的
に
譲
渡
す
る
見
解
で
あ
り
、
転
籍
先
で
の
一
雇
入
れ

が
拒
否
さ
れ
た
と
き
に
は
要
素
の
錯
誤
と
し
て
無
効
に

な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
日
立
製
作
所
横
浜
工
場
事

件
・
東
京
高
判
昭
四
三
・
八
・
九
労
民
集
一
九
巻
四
号

九
四
○
頁
）
。
も
う
一
つ
は
、
転
籍
先
と
の
新
た
な
労
働

契
約
の
締
結
を
停
止
条
件
と
し
て
転
籍
元
と
の
労
働
契

約
を
合
意
解
約
す
る
と
い
う
見
解
で
あ
り
、
こ
れ
に
与

す
る
学
説
・
裁
判
例
が
多
数
で
あ
る
（
ミ
ク
ロ
製
作
所

事
件
・
高
知
地
判
昭
五
三
・
四
・
’
’
○
労
働
判
例
一
一
一
○

六
号
四
八
頁
な
ど
）
。
転
籍
の
実
態
は
多
様
で
あ
り
、
転

務
を
提
供
す
る
と
い
う
当
初
の
雇
用
契
約
に
お
け
る
合

意
自
体
に
は
何
ら
の
変
容
を
及
ぼ
さ
ず
、
右
合
意
の
存

在
を
前
提
と
し
た
上
で
、
｜
時
的
に
労
務
を
提
供
す
る

関
係
に
な
っ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
復
帰
命
令
が
、
思
想
信
条
（
労
基
法
三
条
）
、

不
当
労
働
行
為
（
労
組
法
七
条
）
あ
る
い
は
性
別
な
ど

に
も
と
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
強
行
法

規
や
公
序
良
俗
に
違
反
す
る
場
合
に
は
無
効
で
あ
る
。

六
転
籍

籍
元
と
転
籍
先
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
転
籍
協
定
が
締

結
き
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
法
的

に
と
ら
え
る
か
は
異
な
る
が
、
い
ず
れ
の
理
論
構
成
に

よ
ろ
う
と
も
労
働
者
の
同
意
を
必
要
と
す
る
点
に
つ
い

て
は
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
（
日
立
製
作
所
横
浜

工
場
事
件
・
最
一
小
判
昭
四
八
・
四
・
二
一
集
民
一
○

九
号
五
三
頁
）
。

問
題
は
、
包
括
的
同
意
で
た
り
る
の
か
で
あ
る
。
前

者
の
新
労
働
契
約
締
結
に
よ
る
転
籍
の
場
合
に
は
、
合

意
解
約
も
新
労
働
契
約
の
締
結
も
個
別
的
同
意
が
必
要

と
さ
れ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
（
前
掲
ミ
ク
ロ
製
作
所
事

件
）
、
も
し
転
籍
先
と
の
新
た
な
労
働
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
は
、
転
籍
元
と
の
合
意
解
約

は
無
効
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
生
協
イ
ー
コ
ー
プ
下

馬
生
協
事
件
・
東
京
高
判
平
六
・
三
・
一
六
労
働
判
例

六
五
六
号
六
一
一
一
頁
な
ど
）
。
後
者
の
使
用
者
の
地
位
の
譲

渡
に
よ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
「
そ
の
譲
渡
に
つ
い
て

の
労
働
者
の
承
諾
は
、
理
論
的
に
は
事
前
に
も
な
さ
れ

う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
承
諾

は
た
ん
に
「
転
籍
を
命
じ
う
る
』
旨
の
就
業
規
則
や
労

働
協
約
上
の
包
括
的
規
定
で
は
足
り
ず
、
転
籍
先
企
業

を
明
示
し
て
の
明
確
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
承
諾
が
有
効
な
も
の
と
し
て

認
め
ら
れ
る
の
は
、
一
定
期
間
後
の
復
帰
が
予
定
さ
れ
、

転
籍
中
の
待
遇
に
も
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
な
ど
し

て
、
実
質
的
に
労
働
者
に
と
っ
て
不
利
益
が
な
い
場
合

に
限
ら
れ
る
」
（
菅
野
・
前
掲
書
第
六
版
四
一
一
三
頁
）
と

の
見
解
も
あ
る
。

な
お
、
雇
用
調
整
の
た
め
の
転
籍
に
応
じ
な
か
っ
た

労
働
者
の
解
雇
に
つ
い
て
は
、
転
籍
拒
否
の
時
点
で
、

あ
ら
た
め
て
整
理
解
一
展
の
要
件
に
照
ら
し
て
そ
の
当
否

が
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
（
千
代
田
化
工
建
設
事

件
・
東
京
高
判
平
五
・
一
一
一
・
三
一
労
働
判
例
六
二
九
号

一
九
頁
『
予
め
転
籍
拒
否
を
整
理
解
一
展
の
人
選
基
準
と

定
め
る
こ
と
は
合
理
性
が
な
い
と
解
さ
れ
る
（
日
新
工

機
事
件
・
神
戸
地
姫
路
支
判
平
一
一
・
六
・
二
五
労
働
判

例
五
六
五
号
三
五
頁
）
。

（
い
し
ぱ
し
ひ
ろ
し
）

③
No.'581-2004.8.10

労働法入門⑦




